
船舶事故等調査報告書 

平成２７年５月２８日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１４那第５２号 

事故等種類 衝突 

発生日時 平成２６年１２月９日 １４時１０分ごろ 

発生場所 沖縄県竹富町竹富東港 

 竹富東港第４号灯標から真方位２８５°７３０ｍ付近 

 （概位 北緯２４°２０.２１′ 東経１２４°０５.６１′） 

事故等調査の経過  平成２６年１２月１２日、本事故の調査を担当する主管調査官（那

覇事務所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 旅客船 ぱいじま、９８トン 

１４０５８８、有限会社安栄観光 

Ｂ 旅客船 くまみー２号、４.９トン 

２９３－３９９０９沖縄、有限会社竹富島マリン倶楽部 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ、五級海技士（航海） 

 死傷者等 なし 

 損傷 Ａ 右舷船尾部外板に擦過傷 

Ｂ 右舷船尾部外板に亀裂及び手摺
す

りが折損 

 事故等の経過  Ａ船は、船長Ａほか２人が乗り組み、チャーター便として乗客を迎

えるため、竹富東港の浮桟橋（以下「本件浮桟橋」という。）の東側

に着桟しようしたが、既に他の船舶が係留していたため、本件浮桟橋

の西側に出船右舷着けしようと左回頭していたところ、東風により圧

流され、平成２６年１２月９日１４時１０分ごろＡ船の右舷船尾部が

本件浮桟橋西方の岸壁に係留していたＢ船の右舷船尾部に衝突した。 

Ｂ船は、本件浮桟橋西方の岸壁に船首着けで係留中、Ａ船と衝突し

た。 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 東、風力 ６、視界 良好 

海象：潮汐 下げ潮の末期 

 その他の事項  船長Ａは、沿岸域情報提供システム（ＭＩＣＳ）で、気象情報を入 

手していた。 

船長Ａは、本件浮桟橋での着桟経験が多数あった。 

本件浮桟橋は、長さ約５０ｍで、陸岸から北東方向に設置されてい

た。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 

Ａ あり、Ｂ なし 

Ａ なし、Ｂ なし 

Ａ あり、Ｂ なし 



 判明した事項の解析  Ａ船は、本件浮桟橋に着桟作業中、風力６の東風により圧流された

ことから、本件浮桟橋西方の岸壁に係留中のＢ船に接近し、Ｂ船と衝

突したものと考えられる。 

原因  本事故は、Ａ船が、本件浮桟橋に着桟作業中、風力６の東風により

圧流されたため、本件浮桟橋西方の岸壁に係留中のＢ船に接近し、Ｂ

船と衝突したことにより発生したものと考えられる。 

参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・風の影響を受けての着桟作業においては、係留中の他の船舶がい

る場合、同船から余裕をもった距離で行うこと。 

 


